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１．所在地 横浜市南区浦舟町3丁目46番地

２．利用定員 特別養護老人ホーム  78名

短期入所生活介護 　2名

３．管理運営基本方針

「別紙　１」　基本理念のとおり

４．職員の状況

「別紙　２」　横浜市天神ホーム組織図のとおり

①　職員平均年齢 職員 （男性41.1歳、女性46.4歳）

非常勤 （男性54.5歳、女性51.5歳）

②　職員平均勤続年数 職員

非常勤　　

③　社会福祉関係資格保有者数 ・社会福祉主事任用資格   　　3名

・介護福祉士  　　30名

・社会福祉士     1名

・介護支援専門員(未更新含む)   　　7名

生活相談員 3

2（1）

機能訓練指導員

横浜市天神ホーム　　令和 5年度 事業報告

 

実数

男性

医師

（１）責任体制

（２）職員体制
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13(2)
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1
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管理栄養士

介護支援専門員

－
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クリーニングスタッフ他

36(7)

その他

(  )内は非常勤で内数、〈　〉内は再掲又は兼務
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 計

   45.2歳
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1

1

看護職員
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施設長（管理者）

〈3〉

31.8
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1
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3

国配置基準

看護職員が兼務0.2

1

4.8

令和6年3月31日現在

嘱託医・産業医

生活相談員      再掲

1.5

0.4

1

－



（３）職員会議等開催実績

12回

1２回

（４）職員研修実績

今年度はコロナ禍であり外部研修や施設内での全体の研修はまん延防止からも差し控えた。

別紙（３）のとおり、ズーム研修等を実施した。

５．入所者の状況

（１）入所者の年齢別・性別・介護度別の状況

①入所者の年齢別・性別の状況
60～ 65～ 70～ 75～ 80～ 85～ 90～ 95～

64 69 74 79 84 89 94 99

0 0 2 2 2 8 2 3 1 0 95 67

0 1 0 1 4 7 19 8 6 4 107 60

0 1 2 3 6 15 21 11 7 4

②介護度別状況

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

0 0 3 1 8 15 6 22 4 13

0 0 3 1 7 17 6 20 3 14

0 0 3 1 7 17 7 23 3 13

0 0 3 1 8 17 7 24 3 14

0 0 3 2 8 17 7 23 2 13

0 0 3 2 8 17 7 22 2 13

0 0 3 2 6 18 8 23 2 13

0 0 3 2 6 18 9 22 2 13

0 0 3 2 6 19 9 22 2 13

0 0 2 2 6 19 9 20 2 9

0 0 2 2 7 20 8 18 2 9

0 0 2 2 7 20 9 19 2 9

令和6年3月31日現在

褥瘡予防委員会 12回

事故防止対策委員会

入退所検討委員会

12回

最低

6回

随時サービス担当者会議

感染症対策委員会

100～ 最高

40.0

職員会議

計

3.7

会議名称 開催実績（年間）

　　　　　9月

R6.3.31

72

76

食事向上委員会

令和5年度

～59

排泄支援委員会

15.75.7 38.6

77

75

72

68

75

現在

％

6年  1月

0.0

　　　　　10月

令和5年4月～6年3月各月末日現在

要介護１

5年　4月

平均介護度

　　　　　11月

　　　　　6月

　　　　　7月

3月

　　　　　8月

4回

75

69

　　　　　　5月

身体拘束適正化委員会

要介護５

男性

女性

合計
要介護４

70

71

12回

5回

     入所者　平均年齢　　全体　86.0歳　　男性 82.0歳　　女性 88.0歳

2月

要介護２ 要介護３

74

　　　　　12月



（２）入所者の平均所在期間

1年 10年

未満 以上

7 1 20

18 1 50

（３）入退所者数

1 2,093

3

2,309

3 2,191

3

2,153

26,022

1,920

2

2,105

4 3

1 7

2,241

2,291

1 2,259

　　　　　12月

6年 　1月

2月

3月

26 32

2

2

2

　　　　　10月

　　　　　11月

　　　　　7月

0

　　　　　8月

1

5　　　　　6月

　　　　　　5月

　　　　　9月

1

2,205

3

1

2,102

入所 退所

4 1

延人員

2,153

2 3

5年 　4月 3

1年以上

　2年 　2ヶ月

平均在所期間

　 3年  　4ヶ月

令和5年4月1日～6年3月31日

令和6年3月31日現在

3年未満

3年以上
合計

5年以上

7女性

男性

5年未満 10年未満

入所者全員の平均在所期間

  　2年 　6ヶ月

3

5

7

19

2



①入所者内訳

R　5 R　6

4 1

1 2 1 1 0 0 1 1 2 1 1 2 13

0 0 2 1 1 0 1 1 0 0 0 0 6

0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 1 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 2 5 4 1 0 2 2 4 1 2 2 26

②退所者内訳

R　5 R　6

4 1

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 3 3 1 2 1 1 3 3 6 3 1 30

3 3 3 1 3 1 1 3 3 7 3 1 32

着

歩 脱

行 衣

寝

返

り 25.718

42

全面介助18 25.7

60.0

26

6

2 2.9

車椅子介助

全面介助

28 40.0

8.6

40.0

14.3

一部介助65.7

10

入
浴

一般浴利用

中間浴利用

特別浴利用

一部介助

37.1

55.7

34.3

自分で可能

一部介助

45

7

全面介助

39

死亡

計

（５）日常生活状況

（４）入退所者内訳

居宅（独居）

医療機関

他施設

その他

家庭復帰

医療機関入院

計

5 6

他施設へ転出

117 8 9 10 12

居宅（家庭）

10 116 95 87

2

2

実数（人）

7 10.0

※老健は他施設に含む

自分で可能

計

3

3

割合（％）区分

64.3

24

10.0

区分

自立歩行

杖等歩行補助器使用

食
事

28

46自分で可能

令和5年4月1日～6年3月31日

実数（人） 割合（％）

車椅子自走

4 5.7

12

計

令和6年3月31日現在

令和5年4月1日～6年3月31日



６　入所者処遇

（１）処遇方針（施設サービス計画）の作成状況

・新規入所者…全新規入所者 26名　作成済み。

・既入所者　…既に策定しており、全員施設サービス計画の見直しを実施した。

（２）排泄介助の実施状況

①　介助状況

②おむつ交換実施状況 （定期交換）

※　定期交換時以外の対応状況

  ・その他、希望時や排便、排尿が確認できた場合はその都度対応を行った。

（３）入浴の状況及び被服の着替え等に対する対応状況

①入浴の状況

※　個別対応にて週２回以上の入浴を実施

※　ご本人の事情により入浴日に入浴できない場合は、全身清拭の実施や入浴可能となった場合は

　　定期入浴日の前などに入浴を実施した。

１５時００分～１６時３０分

一般浴
中間浴
機械浴

月・火・水・金・土・日

女性

男性 １４時００分～１５時００分

一般浴
中間浴
機械浴

９時００分～１１時００分

女性

21

33

月・火・水・金・土・日

22:00

30.0

1

47.2

4

定期交換

９時００分～１１時００分

0

18

5.7

0.0

11

1.4

25.7

割合（％）

13

37

2 2.9

実数（人）

18.6

52.8

排
泄

トイレ

昼
間

おむつ使用

ポータブル

自分で可能

介助

区　　　　分

女性

介助

  ・尿量の多い利用者や臀部の状態が悪い利用者は10:00、16:00にも交換を実施した。

夜
間

トイレ

男性

夜間のみ

男性

お
む
つ
交
換 使用

男性

月・火・水・金・土・日

月・火・水・金・土・日

月・火・水・金・土・日

交換

月・火・水・金・土・日

月・火・水・金・土・日

実施曜日

１１時００分～１２時００分

2

令和6年3月31日現在

22:00

入浴時間帯

１５時００分～１６時３０分

5:00

令和6年3月31日現在

自分で可能

トイレ

介助

15.7

１４時００分～１５時００分月・火・水・金・土・日

5:00

自分で可能

トイレ

ポータブル

介助

令和6年3月31日現在

常時使用

自分で可能

おむつ使用

交換時間
回数

女性

3

１１時００分～１２時００分

14:00



②被服の着替え等の対応状況

　下記の通り実施致した。

○介助が必要な利用者は起床時・就寝時に実施

○その他、発汗・排泄失敗・食べこぼし・外出時・希望時等は

　その都度実施した。

○リネン類は外部委託。

○シーツ、枕カバー、防水シーツ…１回/週

○掛け布団カバー…１回/月

（４）リハビリテーション・クラブ活動等の実績

①リハビリテーションの実施状況

・看護職員、介護職員を中心に身体機能の維持のみならず、精神的な意欲を引き出すようなケアを

　行っている。

・ラジオ体操(毎日）実施。その後、昼食前であるため嚥下体操も実施。

②クラブ活動の実施状況

③レクリエーションの実施状況

④クラブ活動の実施状況…新型コロナウイルス感染予防のため未実施

⑤行事等実施状況

今年度も新型コロナウイルスの感染及びまん延予防のため、例年のようには実施できなかった。

感染予防を徹底して、お花見・納涼祭・敬老祭・新年会・鍋パーテイーを実施した。

今年度は、浦舟複合福祉施設の夏祭りが復活開催されたので参加した。

※新型コロナウイルス感染予防のた
め　　　未実施

まごころ体操

ご利用者の目の前でにおやつ作り

24名/回

外出レク

おやつレクリェーション

お好み食

体操（リハビリテーション）

希望の店屋物等を召し上がる 24回/年

近隣商店街、公園、映画鑑賞等

名称 内容 参加人数

30名/回

実施回数

○入浴日（週２回）に実施

24回/年

令和5年度

○衣類などは施設内の洗濯室にて職員が毎日実施。

被服の着替え

寝具類の交換

洗　　　濯

令和6年3月31日現在

実施状況



（５）給食実績

①栄養量等の状況

②特別食の状況

③保存食の実施状況

④非常食の備蓄状況

⑤残菜調査の実施状況

・毎食後に主食、主菜の残量の多少を計量及び目視によって記入している。

⑥食事時間、食事場所等

※　選択食　1回/月実施

（６）医療・健康管理の実施状況

嘱託医の指示のもと、以下の通り健康管理を実施した。

①利用者の診療状況（令和　５年度）

ビタミンC

1,595

米飯

パン・パン粥

28

89

9

令和5年度

種類

糖尿病食

エネルギー カルシウムタンパク質

55864.2

26５分粥

3年度栄養所要量（実績）

ゼリー食

種類

全粥

主    食

令和6年3月31日現在

副     食

軟菜食

-

-

ミキサー食３分粥 -

一口大刻み食

おもゆ

治療食

濃厚流動食

-

-

-

22 -

貧血症食

人数

減塩食

腎臓食

高脂血症食

-

-

令和6年3月31日現在

食　数 ※　非常食献立作成済み

マイナス２０度以下

3日分

保存温度保存時間 336時間

16 -

食事場所

昼　　食 全員

ゼリー粥
ミキサー粥

令和6年3月31日現在

6

100人

全員

12:00～13:00 ユニット毎食堂

食事時間（概ね）

7:30～8:30朝　　食

普通食

3

ユニット毎食堂18:00～19:00

36

種類

全員

人数

 　「 別紙　４」の診療状況のとおり。

ユニット毎食堂

夕　　食

人数



②利用者の健康診断等の実施状況

56名

５９名

コロナ感染予防のために面会は対面式で行ったが、予約制及び時間制限を設けての面会室での

実施とさせていただいた。オンライン面会は継続して実施。

令和６年２月にはコロナ感染が発生したため、収束するまでの１か月間は面会の自粛をお願いせざ

るを得なかった。

８．短期入所における利用者へのサービス実績

①年間実績

②各月別実績

令和5年 4月

5月

6月

7月

１１月２０、２７日、１２月４日

７．短期入所の利用状況

　

     ①面会の協力

    ②ケアプラン・栄養ケアマネジメント作成にあたっての意向確認やプランの同意をいただく。

    ③入所者の心身の状態変化等については連絡、報告を密に行い、その対応方法等を家族とともに検

        討してサービス提供に努めた。特に、ターミナル期にあたっては嘱託医を交えたカンファレンスを実

（８）身体拘束廃止への取り組み実績

   ③長期入所床においても入院時に空床となった場合、その利用者や家族等の了解の下、短期入所

　　　２名の定員での運用を行った。（併設型・空床利用型）

　    床として利用させていただいた。（空床利用）

女性

延人員 稼働率

令和5年度

男性

   ②短期入所床が2床の運営となったが地域の社会資源としてより多くの方にご利用いただけるように

　      施して、看取り介護を実施した。

158

　①今年度の6/1付けで短期床２床の特養転換を行った。それにより、４月、５月は定員４名、それ以降は

　　　キャンセル表等を作成し効率の良い利用運営に努めた。

身体拘束適正化委員会を中心に、拘束廃止や研修等の取り組みを実施した。今年度も拘束を行わ

合計

219

164

232163

延人員

令和５年4月1日～６年3月31日

68

19

16

1,867

20

実人員

218.60%

実人員

実人員

実人員

男性

49480 1,387

延人員

19

延人員

152

（７）入所者や家族等との連携状況

延人員

実人員

合計

５月１７日、３１日

10月26日

コロナワクチン接種（６回目）

１０月２５日、１１月１日 コロナワクチン接種（7回目）

実施年月日

72名10月15日

インフルエンザ予防接種

検査内容

73名

61名

利用者健康診断体重測定、血圧測定、尿検査等

ないケアを継続している。

女性

2

備考

　胸部Ｘ－Ｐ（直接）

実施人数

令和5年度

6

15

33

67

4 19

17

142 129

125

実人員延人員

14

69

35



8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

９．事故防止の対応状況

　事故発生の防止のために指針及び事故対応マニュアルを作成しており、これに基づきリスクマネジ

 メントに取り組んだ。

　①事故対策委員会の実施。　１回/2ヶ月

「内容」…ヒヤリハット報告書や事故報告書などに基づき事故内容の検討（発生時間・事故種

・5年度の事故発生件数は16件で本入所15件、短期入所は1件。（横浜市報告済み案件）

10.苦情処理実績

苦情処理規程（横浜社会福祉協会）に基づき苦情等に迅速に対応する体制を整えている。

5年度は下記のとおり1件の苦情申し出があった。

ご家族が来所時に、入所されているそのご家族の母親の手の浮腫について以前から受診を依頼

説明したが、医療機関での受診を希望しているのにそのことが施設内で共有されておらず、未受

診であることに不信感を抱かれた。

 　→ご家族の要望が施設内で共有されず受診が行われなかったことを謝罪した。翌日に受診を

11.防犯、防災、緊急時の対応状況

職員が確認を行っている。夜間は夜勤介護職員が巡回を実施。

夜間想定消防訓練実施（入所施設５施設合同訓練）

浦舟複合福祉施設　合同防火・防災訓練実施（地震、火災想定）

・協力医療機関…「本牧病院」　「社会保険　横浜中央病院」

・協力歯科医療機関…「ナガタ歯科」

ご家族や利用者本人からの要望等は相談支援記録に確実に記載をして、対応が完了するまで

「未定」欄にチェックを入れていくことで再発防止策とした。

して、診察結果を報告した。その際、ご家族の要望等を再度確認をした。

12月7日

①受診の依頼をしたが対応されていない

131

104

浦舟複合福祉施設の共同防火協議事項に基づき防災活動への取り組みを実施した。

複合ビルであり不特定多数の往来があるため、昼間は面会簿への記入及び事務所の

１階防災センターや他の入居施設と連携して実施した。

しているのにどうなっているのかとの問い合わせがあった。嘱託医の往診時に診察を受けたことを

12.近隣の他機関（福祉・保健・医療機関等）との連携

3月12日

緊急時対応マニュアルについて研修を実施。③　緊急時…

136

134

114

15

18

48 88

13

16

4

163

3

14

107

91

10

11 1643

12

11 14

12

3

10

5

28

92

7

42

①　防犯…

13

・地元地域の小規模多機能施設（1ヶ所）、認知症対応型グループホーム（2ヶ所）と連携協力の実施。

313

②　防災…

155

令和6年

　 類発生場所・原因等）を行い、事故再発防止の対応を協議し職員へ周知を実施した。

64

195

141

104

1,867

15 168

13

113

135

【長期入所】

88

2

3

166

40計

「横浜市天神ホーム消防計画」に従い、自衛消防隊による日常点検や防災訓練を、

1,387480



　供に努めた。

13.地域団体(町内会・地区社協等）との連携

①ボランテイア

②保育園、小学校、中学校等の交流状況

③町内会等

　※今年度も新型コロナウイルスの感染及びまん延防止んため、ボランテイアの受け入れや各種交流事

　　業が実施することができない中、共進中学校からの職業体験での受け入れや福祉委員会との交流な

14.個人情報保護体制・取り組み実績

・法人規程の「個人情報保護に対する基本方針」「個人情報管理規程」に基づき、適正に個人情

　報保護の取り組みを実施した。

・職員研修　　

職員全員に対して施設内研修を実施。

15.情報公開の取り組み実績

・フェイスブック等で頻繁に情報発信を行い、ホームの紹介に努めた。

・法人において「横浜社会福祉協会情報公開規程」が策定されている。それに基づき情報公開に

　取り組んだ。

16.衛生管理への取り組み実績

①　ご利用者の感染症予防の取組

… 予防接種実施（希望者）

… 胸部レントゲン検査

・コロナワクチン　 　… 6回目（希望者）→5月実施、7回目（希望者）→10.11月実施

②　職員教育

収させることができた。5類に分類されたとはいえ、高齢者は一度感染すると重篤化することが多く

→10月実施

６月９．１６日

・結核等　　　　　 　…胸部レントゲン検査　　→11月実施　

・区役所の福祉サービス課をはじめ行政機関、また、介護支援事業者とは緊密に連携しサービス提

１１月

　　どを再開することができた。

→11月実施・インフルエンザ　　…予防接種実施（希望者）→11月実施

感染症予防委員会を中心に、嘱託医からの助言もいただき、感染予防や蔓延防止策について

何度となく検討を行った。

・2月にコロナの施設内感染が発生した。利用者11名、職員4名の感染となった。約1か月かかり収

厳しい感染対策を行った。

施設内
研修

新採用職員に対し施設内研修を実施。



 

　

　◎ ご利用者幸福の追求

　

◎ 地域貢献の追求

　

◎

◎ 今を、未来を支える福祉の追求

　

　上記法人理念の下、私たちは「お一人おひとりを大切に。在宅生活の延長を」をモットーに、
『お一人おひとりの生き方を大切に』・『目的を持った生活を大切に』・『ご家族や他の人とのふ
れあいの機会を大切に』という３つの大切の実現を目指していきます。

     【別紙 1】

・私たちはご利用者を尊重し、生命、自由、プライバシー、個々人の人格権を守ります。
そしてＱＯＬの向上に根差した、真の満足を追求します。

・地域に開き、地域に赴き、地域の声を聴く。私たちは常に地域に寄り添い、真の地域貢
献を追求します。

・法人は職員を支え、学び努力する姿勢を応援し、職員の自己実現が可能な職務環境
を追求します。

・私たちは常に自分たちのあり方を見直し、地域が求める福祉に対応できる組織である
ため、改善を続けます。そして、より良い福祉の実現を目指し、挑戦を続けます。

職員幸福、職務環境の追求

社会福祉法人横浜社会福祉協会　基本理念
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10月

①高齢者虐待防止に関する研修

・高齢者虐待を防止するために　・高齢者虐待の現状　・虐待と不適切ケア

・不適切ケアの防止　・事例　①　あだ名、ため口

同上

（２）施設内研修(令和5年度4月～12月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【別紙 3-1】

・身体拘束とは　・身体拘束の「緊急やむを得ない場合」とは

月日 参加職種

・利用者に関心を持つことが信頼関係の第一歩　・信頼できる人とは　他

・介護で求められる接遇意識　・言語、非言語コミュニケーション　

研修内容

②高齢者虐待防止研修

・日常生活での留意点…観察、入浴、排せつ　　他

②身体拘束廃止の取組み

・認知症とは　・認知症の本態は認知障害　・認知症を生み出す要因

・改善方法を考える。　・身体拘束未実施減算について

同上

・事故とは　・ヒヤリハットとアクシデント　・事故防止のための体制つくり

・家族介護の心理　・家族に寄り添う場面

②BCP研修（感染症・災害）

施設長・生活相談員

・感染予防…手洗い、マスク、手袋、ガウン、衛生管理

同上

・ネガティブ言葉からポジティブ言葉　・利用者の心の声を聴く　

・介護スタッフの負担軽減　・不適切なケアの早期発見

・事業所の不適切ケアを挙げる　・より良いケアを実現するために　他

・介護現場での利用者の尊厳、虐待について　・高齢者虐待の類型

①倫理及び法令順守研修

・感染症とは　・高齢者にとっての感染症

②感染症・食中毒の予防及びまん延防止について

・介護業界のコンプライアンス　・現場職員が押さえるべきコンプライアンス　他

・身体拘束の3原則と運用方法　・身体拘束の「緊急やむを得ない場合」とは

・日常生活での注意点（入浴・清潔）　他

①ターミナルケア研修

①医療に関する教育・研修

・なぜ連携は重要なのか　・主治医との連携　・緊急時に医療につなぐために必要なこと

同上

②事故発生及び再発防止研修

①接遇・マナー研修

1２月

・ターミナル期～看取りの時期　・ターミナル期の利用者への対応

9月 同上

8月

・法令順守だけでない介護施設が守るべきルール　・利用者の人権を考える

6月

①褥瘡予防対策研修

・褥瘡予防の基本理解（スキンケア・栄養）　・褥瘡かなと思ったら

4月 介護職員・看護職員

管理栄養士・介護支援専門員

・認知症ケアの4原則　・認知症の改善とは　・認知症の方の心理　・認知症リスク

・平時の対応　・地震について　・地震対策　・緊急時の対応

・避難場所、重要業務の継続

①認知症及び認知症ケア研修

・現場で起きる事故とは　・緊急時の対応　・報告の重要性

②プライバシー保護に関する研修

・個人情報保護について　・個人情報保護法　・介護事業所における個人情報

・個人情報の取得と利用　・セキュリティー対策の重要性

同上11月

・情報共有の大事さ　・介護と医療の連携



管理栄養士・介護支援専門員

②　　新人職員施設内研修

・ヒヤリハットとアクシデント　・事故防止のための体制つくり　・責任認定

・施設側としての事故防止に対する責務

・急変時に備えての事前準備　・緊急時の対応　・緊急時に医療へつなげる

・防災、危機管理　・非常災害時対応の目的と基本指針　

・組織体制と各対策班の役割　・職員の招集、参集基準　・避難訓練は本気でやる

・介護、看護の仕事が伴うストレス　・介護現場におけるストレス

①急変時の対応研修

①理事長の講話…法人の沿革と将来。成り立ちや社会的使命の確認。目標支援制度　

・身体拘束のマイナス面　・身体拘束廃止を推進するためのポイントと例外3要件

・身体拘束ゼロを目指して　・自立支援、重度化防止に資する質の高いサービスの実現

②事故発生及び再発防止研修

・職員が抱えるストレスの背景と改善策　

同上

②精神的ケア研修

②ビジネスマー

③規則・規程研修…就業規則をもとに研修  (個人情報保護、虐待防止、苦情解決規程、事故防止等)

（３）新規採用者　研修

令和５年６月９日、１６日

3月 同上

①BCP研修（感染症・災害）

①身体拘束廃止への取り組み研修

・誰に伝えるか？どう伝えるか？　・カンファ等で共有する情報とは

・報連相の重要性

・自然管理と感染症のBCPの違い　・BCPとBCM　・リスク予見、発生時の行動と心得

・コンプライアンス（パワハラとセクハラ、その他のハラスメント）

2月

①感染症及び食中毒予防、蔓延予防研修

②倫理及び法令順守研修

②ハラスメント研修

・パワハラとは　・セクハラとは

（２）施設内研修(令和5年度1月～3月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【別紙 3-2】

1月

施設長・生活相談員

介護職員・看護職員

②プライバシー保護研修

①ターミナルケア研修

①法人主催　新人合同研修

①高齢者サービスの接遇
4月

②食事介助について

5月 ①高齢者の理解

6月

８月

９月

10月

①事故防止研修

②BCP研修

②事故発生及び防止研修

①褥瘡予防研修

①認知症の基礎研修

②身体拘束適正化の新人職員研修

②ハラスメント研修

①感染症及び食中毒予防、蔓延予防研修

②高齢者虐待研修

②医療対応研修

②精神的ケア研修

①BCP研修

①高齢者虐待についての研修

11月

12月

1月

2月

3月

①身体拘束適正化研修



医務室

外科・

整形外科

令和　５年 　４月 6 0 0 0 120 0 0 0 1 0 127

　　　　　　5月 5/17，31コロナワクチン接種6回目　56名 10 0 1 0 141 1 0 1 3 2 159

　　　　　　6月 8 5 1 1 148 2 0 1 3 2 171

　　　　　　7月  13 0 0 0 150 0 0 0 1 4 168

　　　　　　8月  15 2 0 0 178 0 0 0 1 1 197

　　　　　　9月  13 0 0 0 142 0 0 0 5 160

10/15　利用者健康診断　72名
10/26　胸部レントゲン　61名

10/25，11/1
コロナワクチン接種7回目　　59名

　　　　　　11月
11/20，27，12/4
インフルエンザ予防接種　73名 8 3 0 0 146 1 0 1 3 5 167

　　　　　　12月 22 2 3 0 143 1 0 2 1 4 178

令和　６年 　1月 5 0 2 1 138 1 0 3 4 3 157

2月 10 3 0 0 130 0 0 2 2 5 152

3月 7 0 0 0 140 1 0 2 0 2 152

128 15 7 2 1728 7 0 12 20 33 1788

【別紙 4】

0152 0 0 0 1 0

本牧病院 内科 眼　科 歯科 泌尿器

　　　　　　10月 11 0 0 0

精神科 その他 入　院 合　　計

令和5年4月1日～令和6年3月31日利用者の診療状況

皮膚科

外部医療機関通院数

診療状況












